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「
消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
」 

                      

金 

民
愛 
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登
場
人
物 

加
賀
美 

茜
（
５
０
）
（
４
０
）
小
説
家 

尾
畑 
一
樹
（
２
７
）
（
１
７
）
茜
の
担
当
編
集 

梶 

雄
大 
（
２
７
）
（
１
７
）
茜
が
潜
入
し
た
会
社
の
教
育
担
当 

椎
名 

昌
平
（
５
２
）
（
４
２
）
編
集
長 

福
永
知
永
子
（
３
６
）
茜
が
潜
入
し
た
会
社
の
社
員 

山
口 

翔
太
（
２
４
）
茜
が
潜
入
し
た
会
社
の
社
員 

加
賀
美 

葵
（
３
２
）
茜
の
娘 

“ 
 

（
１
３
） 

加
賀
美 

緑
（
５
）
葵
の
息
子 

加
賀
美 

琥
珀
（
３
）
葵
の
息
子 

加
藤
詩
織
（
１
５
）
ア
イ
ド
ル 

坂
崎
ニ
ノ
（
１
８
）
若
手
女
優 

ド
ラ
マ
出
演
者 

司
会
者 

 

本
屋
の
店
主 

居
酒
屋
の
店
員 

男
性
Ａ 

女
性
Ａ 

野
次
馬
達
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○
本
屋
・
外
観
（
夕
） 

 
 

 

住
宅
街
。 

 
 

 

路
上
に
面
し
た
本
屋
が
入
っ
た
ビ
ル
。 

 
 

 

ピ
ン
ク
の
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
加
賀

美
茜
（
４
０

）
。

屋
上
を
見
上
げ
て
い
る
。 

 
 

 

茜
の
隣
で
椎
名
昌
平
（
４
２
）
が
店
主
に
名

刺
を
渡
し
ペ
コ
ペ
コ
と
営
業
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

椎
名
、
茜
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
茜
の
姿

は
な
い
。 

 

〇
同
・
屋
上
（
夕
） 

 
 

 

夕
焼
け
。
紫
色
に
染
ま
っ
た
空
と
雲
。 

 
 

 

ボ
ロ
ボ
ロ
に
切
り
刻
ま
れ
た
学
生
鞄
。 

尾
畑
一
樹
（
１
７

）
、

虚
ろ
な
表
情
で
手
す

り
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

下
を
覗
く
と
通
行
人
が
行
き
交
う
姿
が
見
え

る
。
路
上
の
人
通
り
が
少
な
く
な
る
。 

尾
畑
、
深
呼
吸
を
し
、
手
す
り
を
力
強
く
握

り
、
よ
じ
登
ろ
う
と
足
を
か
け
る
。 

茜
の
声
「
あ
ん
た
、
死
ぬ
つ
も
り
？
」 
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ビ
ク
ッ
と
驚
く
尾
畑
。
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
振 

り
向
く
。 

 
 

 

ピ
ン
ク
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
茜
、
仁
王
立
ち

し
て
い
る
。 

 
 

 
尾
畑
は
怪
し
い
奴
を
見
る
か
の
よ
う
に
茜
を

眺
め
る
。 

 
 

 

茜
は
尾
畑
に
近
づ
き
な
が
ら
、 

茜
「
答
え
な
さ
い
。
今
か
ら
、
何
を
す
る
つ
も
り
？
」 

尾
畑
「
何
を
・
・
・
」 

 
 

 

気
ま
ず
そ
う
な
尾
畑
。 

 
 

 

茜
は
着
ぐ
る
み
の
顔
を
取
り
外
す
。 

 
 

 

長
い
髪
が
な
び
い
て
汗
が
キ
ラ
リ
と
光
る
。 

茜
「
堂
々
と
答
え
ら
れ
な
い
な
ら
、
や
め
な
さ
い
。 

屋
上
に
上
が
る
前
に
本
を
読
め
。
本
を
」 

尾
畑
「
・
・
・
ほ
、
本
？
」 

 
 

 

茜
は
人
差
し
指
で
こ
め
か
み
を
抑
え
な
が
ら 

茜
「
生
き
て
く
う
え
で
、
想
像
力
っ
て
大
事
。
本
を 

読
ん
で
培
う
の
。
現
実
逃
避
に
も
な
る
し
、
一
石 

二
鳥
極
ま
り
な
い
わ
。
本
は
人
類
最
強
の
武
器
よ
」 

 
 

 

尾
畑
は
顔
を
し
か
め
な
が
ら
、 
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尾
畑
「
お
ば
さ
ん
、
何
も
知
ら
な
い
く
せ
に
」 

茜
「
そ
う
よ
。
だ
か
ら
、
私
は
顔
を
取
っ
て
見
せ
た 

で
し
ょ
。
あ
ん
た
も
心
の
内
を
見
せ
な
さ
い
」 

尾
畑
「
は
ぁ
？
勝
手
に
外
し
た
だ
け
だ
ろ
」 

 
 

 
話
を
聞
い
て
い
な
い
茜
。 

茜
「
大
体
、
学
生
の
あ
ん
た
の
仕
事
は
ね
。
未
来
を 

想
像
す
る
こ
と
よ
。
た
っ
た
の
２
時
間
後
の
未
来
。

簡
単
で
し
ょ
。
想
像
出
来
た
？
」 

 
 

 

は
っ
？
と
い
う
表
情
の
尾
畑
。 

茜
「
あ
ん
た
が
飛
び
降
り
る
こ
と
で
。
こ
の
、
私
の 

サ
イ
ン
会
は
ど
う
な
る
と
思
っ
て
る
の
！
パ
ー
よ
。

パ
ー
。
ぶ
ち
壊
し
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
バ
カ
タ
レ
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
に
本
を
無
理
や
り
持
た
す
。 

茜
「
特
別
に
サ
イ
ン
し
と
い
た
わ
。
デ
ビ
ュ
ー
作
よ
。 

読
ん
だ
後
、
生
き
る
と
い
う
感
情
し
か
芽
生
え
な 

い
は
ず
だ
か
ら
読
み
な
さ
い
。
解
っ
た
？
」 

 
 

 

ポ
カ
ン
と
す
る
尾
畑
。 

茜
「
返
事
！
」 

尾
畑

「
（

咄
嗟
に
）
は
、
は
い
」 

茜
「
男
に
二
言
は
無
い
わ
よ
」 
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茜
は
尾
畑
の
背
中
を
叩
き
、 

茜
「
そ
れ
と
。
子
供
に
自
殺
さ
れ
た
親
は
ね
、
あ
ん 

た
が
想
像
し
て
る
以
上
に
悔
し
く
て
悲
し
い
の
よ
」 

 
 

 

じ
ゃ
、
と
手
を
上
げ
颯
爽
と
立
ち
去
る
茜
。 

 
 

 
尾
畑
、
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
。 

本
の
表
紙
に
タ
イ
ト
ル
。 

【
消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情

】
。 

 

〇
同
・
屋
上
（
夜
） 

 
 

 

ビ
ル
の
電
灯
が
光
り
輝
く
夜
景
。 

 
 

 

尾
畑
、
小
説
を
読
み
終
え
る
。 

鼻
を
す
す
り
な
が
ら
泣
い
て
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
は
、
勢
い
よ
く
遺
書
を
破
り
捨
て
る
。 

 
 

 

作
者
紹
介
ペ
ー
ジ
に
茜
の
サ
イ
ン
。 

 
 

 

サ
イ
ン
の
隣
に
ウ
サ
ギ
の
絵
。 

 

〇
テ
レ
ビ
局
・
ド
ラ
マ
制
作
会
見
場
・
中 

 
 

 

沢
山
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
記
者
達
。 

ピ
ン
ク
の
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
加
賀 

美
茜
（
５
０

）
、

登
場
す
る
。 
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上
看
板
【
実
写
化 

消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感

情
】
の
下
に
加
藤
詩
織
（
１
５
）
・
坂
崎
ニ

ノ
（
１
８

）
、

他
ド
ラ
マ
出
演
者
達
が
拍
手

を
し
て
い
る
。 

 
 

 
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
の
前
に
は
司
会
者
。 

司
会
者
「
原
作
者
の
赤
嶺
鏡
子
先
生
が
特
別
に
駆
け 

付
け
て
下
さ
い
ま
し
た
！
顔
出
し
は
一
切
Ｎ
Ｇ
。 

メ
デ
ィ
ア
に
も
出
演
し
な
い
で
有
名
で
す
が
」 

 
 

 

茜
は
ス
タ
ン
ド
か
ら
マ
イ
ク
を
取
り
外
し 

怒
り
モ
ー
ド
で
、 

茜
「
は
い
、
紹
介
あ
り
が
と
う
。
そ
う
で
す
。
有
名 

小
説
家
で
す
。
け
ど
、
私
は
認
め
て
ま
せ
ん
。
原

作
の
設
定
で
は
中
学
生
で
し
ょ
う
が
。
何
で
ド
ラ

マ
だ
か
ら
っ
て
高
校
生
に
し
ち
ゃ
っ
て
ん
の
よ
」 

 
 

 

ざ
わ
つ
く
会
場
。 

 
 

 

茜
は
詩
織
を
指
さ
し
、 

茜
「
主
人
公
の
川
上
陽
子
役
よ
ね
。
可
愛
い
顔
し
て 

演
技
が
下
手
だ
っ
た
ら
許
さ
な
い
か
ら
。
親
友
の 

葵
役
も
よ
。
あ
ん
た
達
、
小
説
に
、
泥
塗
る
な
よ
」 

 
 

 

椎
名
昌
平
（
５
２
）
・
尾
畑
一
樹
（
２
７
） 
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が
慌
て
て
止
め
に
入
る
。 

 
 

 

暴
れ
る
茜
を
連
れ
出
す
尾
畑
と
ス
タ
ッ
フ
。 

 
 

 

椎
名
、
マ
イ
ク
を
ス
タ
ン
ド
に
戻
し
、 

椎
名
「
え
ー
、
虐
め
バ
ト
ン
の
呪
い
を
受
け
取
っ
た 

親
友
を
主
人
公
が
助
け
る
感
動
ヒ
ュ
ー
マ
ン
小
説

の
ド
ラ
マ
で
す
。
原
作
者
共
々
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
原
作
小
説
も
買
っ
て
下
さ
い
ね
」 

 
 

 

椎
名
は
丁
寧
に
お
辞
儀
を
し
て
、
急
い
で
退

場
す
る
。
一
同
、
唖
然
と
し
て
い
る
。 

 

〇
同
・
控
室
・
中 

 
 

 

尾
畑
は
控
室
の
ド
ア
の
鍵
を
閉
め
る
。 

 
 

 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
茜
。 

 
 

 

茜
の
隣
で
椎
名
が
喜
ん
で
い
る
。 

椎
名
「
お
前
、
よ
く
言
っ
た
。
こ
れ
で
、
ま
た
本
が 

売
れ
る
ぞ
」 

 
 

 

茜
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
、 

茜
「
そ
う
よ
。
本
の
為
よ
。
あ
の
作
品
は
私
の
子
供 

な
の
。
子
供
の
一
部
を
変
え
ら
れ
た
親
よ
。
一
言 

モ
ノ
申
し
て
当
然
で
し
ょ
。
大
袈
裟
に
退
場
さ
せ 
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て
。
炎
上
を
狙
っ
て
る
と
し
か
思
え
な
い
」 

椎
名
「
そ
う
言
う
な
よ
。
お
前
の
我
儘
聞
い
て
や
っ 

 

た
じ
ゃ
な
い
か
」 

 
 

 

驚
く
尾
畑
。 

尾
畑
「
編
集
長
。
あ
の
話
、
承
諾
し
た
ん
で
す
か
？
」 

椎
名
「
友
達
の
会
社
に
話
つ
け
と
い
た
。
明
日
か
ら
、 

赤
嶺
先
生
は
念
願
の
潜
入
派
遣
Ｏ
Ｌ
さ
ん
だ
」 

 
 

 

茜
は
仁
王
立
ち
で
、
意
気
込
む
。 

茜
「
明
日
か
ら
、
忙
し
く
な
り
そ
う
ね
」 

尾
畑
「
・
・
・
無
謀
過
ぎ
る
」 

茜
「
バ
カ
タ
レ
。
次
の
作
品
の
主
人
公
は
Ｏ
Ｌ
な
の 

よ
。
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
及
す
る
為
の
潜
入
な
の
よ
」 

尾
畑
「
正
体
が
バ
レ
た
り
し
た
ら
、
ど
う
す
る
ん
で 

す
か
？
」 

椎
名
「
バ
レ
た
ら
次
の
サ
イ
ン
会
で
挨
拶
す
り
ゃ
良 

い
ん
じ
ゃ
ね
？
」 

 
 

 

無
表
情
で
椎
名
を
見
つ
め
る
尾
畑
。 

椎
名
「
お
ー
、
怖
っ
。
赤
嶺
信
者
め
」 

尾
畑
「
い
や
、
こ
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
る
顔
で
す
。 

顔
出
し
Ｎ
Ｇ
は
編
集
長
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
戦
略
っ 
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て
聞
い
て
た
か
ら
」 

 
 

 

し
ん
み
り
と
し
た
様
子
の
茜
、 

茜
「
違
う
わ
よ
。
顔
出
し
Ｎ
Ｇ
は
家
庭
の
事
情
よ
」 

 
 

 

ん
？
っ
と
、
首
を
傾
げ
る
尾
畑
。 

 

〇
高
層
ビ
ル
・
入
り
口
（
朝
） 

 
 

 

ガ
ラ
ス
張
り
の
ビ
ル
。 

 
 

 

茜
は
仁
王
立
ち
で
ビ
ル
の
上
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 

茜
、
バ
ッ
グ
か
ら
古
び
た
ピ
ン
ク
の
ウ
サ
ギ 

の
ぬ
い
ぐ
る
み
（
掌
サ
イ
ズ
）
を
取
り
出
す
。 

（
以
降
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
称
す
） 

茜
「
葵
、
お
母
さ
ん
。
ま
た
良
い
小
説
書
く
か
ら
ね
」 

 
 

 

茜
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
握
り
深
呼
吸
す
る
。 

 

〇
エ
ス
ケ
イ
プ
リ
ア
ル
・
フ
ロ
ア
・
中 

 
 

 

１
０
０
名
程
の
収
容
フ
ロ
ア
。 

 
 

 

壁
に
飾
ら
れ
た
額
縁
に
社
名
。 

【
Ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
】 

 
 

 

イ
ン
テ
リ
ア
に
凝
っ
て
い
て
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
印
象
。
社
員
達
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 
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社
員
は
各
々
、
好
き
な
場
所
で
コ
ー
ヒ
ー
を 

飲
ん
だ
り
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
作
業
し
て
る
。 

驚
愕
し
て
い
る
茜
。 

福
永
知
永
子
（
３
６

）
、

茜
に
フ
ロ
ア
を
案 

内
し
て
い
る
。 

知
永
子
「
茜
さ
ん
、
仕
事
お
出
来
に
な
り
そ
う
な
の 

に
。
正
社
員
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」 

茜
「
正
社
員
に
な
ら
な
い
と
ダ
メ
な
の
？
」 

知
永
子
「
い
え
、
そ
う
ゆ
う
訳
で
は
。
正
社
員
の
私 

が
、
と
や
か
く
言
う
権
利
は
無
い
ん
で
す
け
ど
。 

最
近
は
色
ん
な
働
き
方
も
、
あ
り
ま
す
し
」 

 
 

 

茜
は
知
永
子
の
背
後
で
ガ
ン
を
飛
ば
す
。 

 
 

 

２
人
の
元
へ
梶
雄
大
（
２
７
）
が
近
づ
い
て

く
る
。 

知
永
子
「
茜
さ
ん
。
こ
ち
ら
、
カ
ジ
ダ
イ
さ
ん
。
茜 

 

さ
ん
の
メ
ン
タ
ー
よ
」 

梶
「
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
カ
ジ
ダ
イ
で
す
。 

今
日
か
ら
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

 

知
永
子
が
会
釈
し
な
が
ら
立
ち
去
る
。 

梶
「
会
議
室
が
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
あ
そ
こ 
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で
研
修
し
ま
し
ょ
う
か
」 

 
 

 

は
っ
？
と
口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
る
茜
。 

２
人
掛
け
の
ソ
フ
ァ
ー
。 

茜

「
（

小
声
で
）
カ
ッ
プ
ル
シ
ー
ト
で
研
修
？
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 
茜
と
梶
、
ソ
フ
ァ
ー
で
隣
り
合
わ
せ
に
座
り 

研
修
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
睨
み
つ
け
て
い
る
茜
。 

梶
「
と
ま
あ
、
ス
ラ
ッ
ク
は
メ
ー
ル
ツ
ー
ル
の
一
種 

と
ゆ
う
事
で
、
使
い
方
も
大
丈
夫
そ
う
で
す
よ
ね
」 

 
 

 

首
を
傾
げ
不
安
そ
う
な
茜
。 

梶
「
何
か
あ
っ
た
ら
メ
ン
シ
ョ
ン
し
ま
す
の
で
、
必 

ず
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
下
さ
い
。
あ
と
で
グ
ル
ー
プ
に 

ジ
ョ
イ
ン
し
ま
す
ね
」 

 
 

 

フ
リ
ー
ズ
状
態
の
茜
。 

 
 

 

梶
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
る
。 

 

梶
「
ラ
ン
チ
に
し
ま
し
ょ
う
か
」 

 
 

 

２
人
の
元
へ
知
永
子
が
近
寄
っ
て
く
る
。 

知
永
子
「
茜
さ
ん
、
ス
ラ
ッ
ク
ネ
ー
ム
。
自
分
の
名 

前
に
し
た
ん
で
す
ね
。
な
ん
で
も
良
か
っ
た
ん
で 
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す
よ
。
ア
カ
ネ
ッ
チ
と
か
」 

 
 

 

茜
、
苦
笑
い
を
浮
か
べ
る
。 

知
永
子
「
う
ち
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
会
社
な
の
で 

 
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
皆
の
事
を
呼
ん
で
下
さ
い
ね
」 

茜
「
上
司
を
あ
だ
名
で
呼
ん
で
ん
の
？
時
代
は
変
わ 

っ
た
の
ね
～
」 

 
 

 

知
永
子
の
顔
が
引
き
つ
る
。 

知
永
子
「
そ
れ
で
ね
、
カ
ジ
ダ
イ
さ
ん
に
茜
さ
ん
の 

業
務
の
ア
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
く
て
」 

茜

「
（

小
声
で
）
・
・
・
サ
イ
ン
？
」 

 
 

 

茜
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ペ
ン
を
取
り
出
す
。 

知
永
子
「
今
か
ら
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
大
丈
夫
？
」 

 
 

 

腕
時
計
を
見
る
茜
。
【
１
２
時
４
５
分

】
。 

 
 

 

梶
は
笑
顔
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
き 

梶
「
全
然
大
丈
夫
で
す
よ
。
ね
っ
？
茜
さ
ん
」 

 
 

 

梶
の
お
腹
が
鳴
る
。
う
ん
ざ
り
す
る
茜
。 

茜
「
そ
れ
っ
て
、
今
す
ぐ
必
要
な
の
？
梶
さ
ん
、
お 

 

腹
空
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
」 

 
 

 

困
惑
す
る
梶
。 

 
 

 

知
永
子
は
一
瞬
だ
け
顔
を
歪
ま
せ
る
も
、
す 
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ぐ
に
微
笑
を
作
り
、 

知
永
子
「
そ
う
で
し
た
ね
。
一
般
的
に
は
ラ
ン
チ
の 

時
間
で
す
も
の
ね
。
け
ど
、
仕
事
の
話
だ
か
ら
」 

茜
「
ラ
ン
チ
し
た
後
じ
ゃ
ダ
メ
な
理
由
っ
て
？
」 

 
 

 
知
永
子
は
茜
を
睨
み
、 

知
永
子
「
カ
ジ
ダ
イ
さ
ん
。
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
高 

い
の
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
よ
ね
。
ラ
ン
チ
よ
り
も
」 

 
 

 

梶
は
困
惑
し
な
が
ら
２
人
を
交
互
に
見
る
。 

梶
「
じ
ゃ
あ
、
先
に
２
人
だ
け
で
。
そ
の
後
に
俺
か 

ら
茜
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。
俺
と
２
人
っ
き
り
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
じ
ゃ
嫌
で
す
か
？
」 

知
永
子
「
良
い
け
ど
・
・
・
。
茜
さ
ん
、
年
齢
を
気 

 

に
せ
ず
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

は
高
く
し
て
下
さ
い
ね
。
お
願
い
し
ま
す
ね
」 

梶
「
ま
あ
ま
あ
、
茜
さ
ん
も
初
日
で
す
か
ら
」 

 
 

 

知
永
子
は
茜
を
威
嚇
し
な
が
ら
立
ち
去
る
。 

 
 

 

茜
は
知
永
子
に
ガ
ン
を
飛
ば
す
。
苛
つ
き
な 

が
ら
メ
モ
を
取
る
。 

茜

「
（

震
え
た
声
で
）
あ
の
女
、
い
つ
か
タ
イ
マ
ン
」 

 
 

 

メ
モ
書
き
【
喧
嘩
上
等
。
異
世
界
上
等
！
】 
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〇
同
・
フ
ロ
ア
・
中
（
夕
） 

茜
の
デ
ス
ク
の
上
に
付
箋
だ
ら
け
の
【
Ｉ
Ｔ 

ビ
ジ
ネ
ス
用
語
集
】
の
本
。 

素
早
く
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
茜
の
指
。 

 
 

 
茜
、
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
力
強
く
押
し
て 

茜
「
梶
さ
ん
、
終
わ
り
ま
し
た
」 

梶
「
早
い
！
茜
さ
ん
が
い
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
」 

茜
「
入
力
だ
け
は
早
い
の
で
・
・
・
」 

 
 

 

隣
の
席
の
梶
、
ア
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
る
。 

 
 

 

茜
は
ゴ
ミ
箱
を
覗
く
。 

 
 

 

ゴ
ミ
箱
に
は
ア
イ
ス
の
棒
や
カ
ッ
プ
の
ゴ
ミ
。 

茜
「
ね
え
、
梶
さ
ん
。
さ
っ
き
も
ア
イ
ス
食
べ
て
た 

わ
よ
ね
？
食
べ
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
お
腹
壊
す
わ
よ
」 

 
 

 

大
袈
裟
に
笑
う
梶
。 

梶
「
嬉
し
い
な
。
よ
く
見
て
く
れ
て
ま
す
ね
。
け
ど
、 

ア
イ
ス
好
き
な
ん
で
大
丈
夫
で
す
。
食
べ
た
ら
ス 

ト
レ
ス
な
く
な
る
し
。
オ
ス
ス
メ
で
す
よ
」 

茜
「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
？
」 

梶
「
ま
あ
。
で
も
、
仕
事
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
付
き
で 
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給
料
も
ら
っ
て
る
か
ら
仕
方
な
い
で
す
よ
ね
。
茜 

さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
何
で
す
か
？
」 

茜
「
私
の
場
合
は
本
を
読
む
こ
と
よ
」 

 
 

 

梶
、
嘲
笑
う
。 

梶
「
俺
、
本
を
見
る
と
吐
き
気
し
ま
す
。
文
字
が
沢 

山
あ
る
の
苦
手
で
。
ペ
ー
ジ
を
進
め
て
い
く
の
が 

ノ
ル
マ
み
た
い
で
、
し
ん
ど
く
て
。
今
は
動
画
も 

あ
る
し
。
進
化
し
て
る
時
代
へ
の
冒
涜
に
感
じ
る
」 

 
 

 

茜
は
唖
然
と
す
る
。 

茜
「
・
・
・
そ
ん
な
風
に
思
う
人
も
い
る
の
ね
」 

２
人
の
元
に
近
づ
く
山
口
翔
太
（
２
４

）
。 

山
口
「
あ
の
・
・
・
」 

 
 

 

山
口
は
気
ま
ず
そ
う
に 

 
 

 

山
口
は
梶
に
契
約
書
（
製
本
前
）
を
渡
す
。 

山
口
「
今
日
中
に
製
本
と
郵
送
お
願
い
し
た
く
て
」 

 
 

 

茜
は
Ｐ
Ｃ
の
時
計
を
見
る
。 

【
１
６
時
４
５
分
】 

茜
「
梶
さ
ん
、
郵
便
物
は
１
５
時
ま
で
っ
て
。
ル
ー 

ル
よ
ね
。
製
本
く
ら
い
自
分
で
出
来
る
で
し
ょ
。 

ご
め
ん
な
さ
い
。
お
断
り
し
ま
す
」 
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愕
然
と
す
る
山
口
。 

山
口
「
俺
、
製
本
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」 

茜
「
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
」 

 
 

 

山
口
は
梶
を
チ
ラ
見
す
る
。 

 
 

 
笑
顔
を
作
る
梶
。 

梶
「
シ
ョ
ウ
タ
君
、
今
回
だ
け
特
別
だ
よ
」 

山
口
「
良
か
っ
た
。
カ
ジ
ダ
イ
さ
ん
が
暇
で
」 

 
 

 

山
口
は
契
約
書
を
デ
ス
ク
に
置
き
、
お
礼
も

せ
ず
に
立
ち
去
る
。 

 
 

 

山
口
は
茜
を
見
て
鼻
で
笑
う
。 

 
 

 

茜
は
怒
り
で
立
ち
上
が
る
。 

梶

「
（

小
声
で
）
暇
じ
ゃ
ね
ー
し
」 

梶
が
イ
ラ
つ
い
た
様
子
で
、
契
約
書
を
製
本

し
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
に
住
所
を
書
く
。 

茜
「
本
人
の
前
で
怒
る
べ
き
だ
わ
」 

梶
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ま
し
た
？
気 

を
使
わ
せ
ま
し
た
よ
ね
。
で
も
大
丈
夫
で
す
」 

茜
「
あ
ら
、
イ
ラ
つ
い
て
当
然
よ
」 

 
 

 

梶
は
立
ち
上
が
り
、
早
口
で 

梶
「
い
や
、
本
当
に
苛
つ
い
て
な
い
で
す
。
じ
ゃ
、 
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郵
便
局
行
っ
て
き
ま
す
」 

 
 

 

立
ち
去
る
梶
。
デ
ス
ク
の
上
に
は
溶
け
た
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
。 

 
 

 

茜
は
、
メ
モ
を
取
る
。 

 
 

 
【
イ
ケ
メ
ン
は
八
方
美
人
で
本
が
嫌
い
。
本

は
古
い
の
？
本
は
つ
ま
ら
な
い
の
？
】 

 

〇
走
る
電
車
の
中
（
夕
） 

 
 

 

混
雑
し
て
い
る
車
内
。 

 
 

 

椅
子
に
座
り
本
を
読
ん
で
い
る
茜
。 

 
 

 

茜
は
周
り
を
一
瞥
す
る
。 

乗
客
は
全
員
、
ス
マ
ホ
で
動
画
を
見
た
り
音 

楽
を
聴
い
て
い
る
。 

 
 

 

落
胆
す
る
茜
。 

 

◯
大
衆
居
酒
屋
・
カ
ウ
ン
タ
ー
・
中
（
夜
） 

 
 

 

店
内
は
満
席
。 

 
 

Ｌ
字
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
茜
と
尾
畑
。 

目
の
前
に
大
ジ
ョ
ッ
キ
の
ビ
ー
ル
２
つ
。 

茜
は
乾
杯
も
せ
ず
に
、
音
を
鳴
ら
し
ビ
ー 
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ル
を
半
分
程
飲
み
干
す
。 

手
持
ち
無
沙
汰
な
尾
畑
。 

 
 

 

茜
は
グ
ラ
ス
を
テ
ー
ブ
ル
に
叩
き
つ
け
、 

尾
畑
を
睨
み
つ
け
る
。 

 
 

 
尾
畑
は
無
視
し
な
が
ら
店
員
に
料
理
と
ビ
ー 

ル
を
注
文
す
る
。 

尾
畑
「
先
生
。
僕
は
止
め
ま
し
た
よ
。
先
生
に
Ｏ
Ｌ 

は
向
い
て
な
い
か
ら
、
や
め
ま
し
ょ
う
っ
て
」 

茜
「
尾
畑
、
外
で
先
生
は
禁
止
っ
て
言
っ
て
る
で
し 

ょ
。
ど
こ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
潜
ん
で
る
か
解
ら
な
い
ん

だ
か
ら
。
怖
い
世
の
中
な
の
よ
」 

 
 

 

茜
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
顔
を
隠
す
よ
う

に
ス
カ
ー
フ
を
巻
く
。 

尾
畑
「
・
・
・
先
生
は
何
故
、
そ
こ
ま
で
し
て
顔
出 

し
Ｎ
Ｇ
な
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

茜
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を
少
し
ず
ら
し
、
尾
畑
に 

向
か
い
鋭
く
睨
む
。 

尾
畑
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
愚
痴
。
ど
う
ぞ
」 

 
 

 

嘆
き
だ
す
茜
。 

茜
「
無
理
。
皆
し
て
ル
ー
大
柴
み
た
い
な
話
し
方
。 
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も
う
耐
え
ら
れ
な
い
。
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
下
さ
い
っ 

て
言
わ
れ
た
の
よ
！
想
像
し
て
た
Ｏ
Ｌ
ラ
イ
フ
と 

全
く
も
っ
て
違
う
わ
。
私
が
古
い
だ
け
？
」 

尾
畑
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
会
社
な
ん
で
す
ね
」 

茜
「
こ
の
際
、
愚
痴
本
に
し
よ
う
か
し
ら
。
今
日
だ 

け
で
５
０
枚
は
書
け
る
わ
。
第
１
章
。
上
司
を
あ

だ
名
で
呼
ぶ
時
代
に
虫
唾
が
走
る
」 

尾
畑
「
バ
カ
な
ん
で
す
か
」 

 
 

 

尾
畑
、
し
く
じ
っ
た
。
と
手
で
口
を
隠
す
。 

茜
「
本
当
そ
れ
な
」 

 
 

 

「
え
っ
？
」
と
い
う
尾
畑
の
表
情
。 

 
 

 

深
い
溜
息
を
吐
く
茜
。 

茜
「
私
に
教
え
て
る
人
が
八
方
美
人
・
・
・
。
男
だ 

 

か
ら
八
方
イ
ケ
メ
ン
が
良
い
人
過
ぎ
て
辛
い
。
苦 

手
な
タ
イ
プ
。
良
い
人
を
演
じ
て
好
か
れ
よ
う
と

努
力
し
て
る
の
。
私
、
そ
う
ゆ
う
の
疲
れ
る
。
も

っ
と
本
音
で
ぶ
つ
か
っ
て
来
て
欲
し
い
の
よ
」 

尾
畑
「
良
い
人
を
演
じ
る
っ
て
、
普
通
じ
ゃ
な
い
で 

す
か
？
僕
だ
っ
て
初
対
面
の
人
に
は
良
い
人
ぶ
っ 

て
ま
す
よ
。
波
風
立
て
た
く
な
い
し
。
普
通
、
す 
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ぐ
に
は
心
開
か
な
い
で
す
っ
て
」 

 
 

 

茜
は
顔
を
歪
ま
せ
、 

茜
「
あ
だ
名
で
呼
び
合
っ
て
仲
良
し
ご
っ
こ
ま
で
し 

て
る
の
に
、
心
の
内
は
見
せ
な
い
の
？
つ
ま
ん
な 

い
世
の
中
ね
」 

尾
畑
「
次
の
作
品
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
必
要
な
ん
で
す 

よ
ね
。
小
説
の
ネ
タ
だ
と
思
え
ば
良
い
じ
ゃ
な
い 

で
す
か
。
職
場
で
人
間
関
係
を
求
め
て
な
い
人
な

ん
て
、
世
の
中
に
は
沢
山
い
る
ん
で
す
」 

茜
「
尾
畑
も
、
そ
っ
ち
系
っ
て
こ
と
？
」 

 
 

 

嘲
笑
う
尾
畑
。 

尾
畑
「
僕
の
場
合
、
会
社
以
外
で
も
、
ど
こ
で
も
薄 

い
人
間
関
係
し
か
築
け
な
い
で
す
」 

茜
「
嫌
な
ら
、
分
厚
く
し
て
い
け
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
」 

尾
畑
「
そ
れ
が
出
来
な
い
人
も
い
る
ん
で
す
よ
」 

 
 

 

茜
は
、
悲
し
そ
う
に
笑
い 

茜
「
そ
う
い
え
ば
。
葵
も
似
た
よ
う
な
こ
と
言
っ
て 

た
っ
け
」 

尾
畑
「
葵
っ
て
・
・
・
川
上
陽
子
の
親
友
役
の
葵
？
」 

 
 

 

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
ビ
ー
ル
グ
ラ
ス
。 
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店
員
が
ビ
ー
ル
と
料
理
を
置
き
、
グ
ラ
ス
を 

下
げ
る
。
泡
の
少
な
い
新
し
い
ビ
ー
ル
。 

 
 

 

茜
は
立
ち
上
が
り
、
大
声
で 

茜
「
ま
だ
残
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
一
声
か
け
な
さ
い
。 

そ
し
て
、
こ
の
ビ
ー
ル
、
泡
が
少
な
い
じ
ゃ
な
い
」 

 
 

 

尾
畑
は
周
り
を
見
な
が
ら
、
気
ま
ず
そ
う
に 

謝
罪
の
会
釈
を
す
る
。 

 
 

 

店
員
が
萎
縮
し
な
が
ら
新
し
い
ビ
ー
ル
を
持 

 
 

 

っ
て
く
る
。 

尾
畑
「
や
め
て
下
さ
い
よ
、
恥
ず
か
し
い
で
す
っ
て
」 

茜
「
な
ぜ
？
今
の
も
、
世
間
一
般
的
に
は
恥
ず
か
し 

い
姿
な
の
？
」 

 
 

 

茜
は
落
ち
込
み
肩
を
落
と
す
。 

 
 

 

茜
の
変
わ
り
よ
う
に
唖
然
と
す
る
尾
畑
。 

茜
「
解
っ
て
る
。
今
の
時
代
、
世
間
一
般
の
若
者
が 

好
き
な
の
は
動
画
な
の
よ
ね
。
ど
う
せ
私
は
終
わ 

り
よ
。
本
を
手
に
取
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
頑

張
っ
て
書
い
て
も
意
味
が
な
い
。
私
は
無
力
だ
わ
。

と
て
も
」 

尾
畑
「
も
う
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
ん
で
す
か
？
」 
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茜
「
ち
ょ
っ
と
し
た
モ
ヤ
よ
。
た
ま
に
、
モ
ヤ
と
か 

イ
ラ
ッ
と
か
黒
い
感
情
に
包
ま
れ
る
の
」 

 
 

 

茜
は
頭
を
抱
え
る
。 

茜
「
あ
ー
、
会
社
に
行
き
た
く
な
い
っ
て
人
の
気
持 

ち
が
解
っ
て
き
た
わ
。
自
分
の
合
わ
な
い
世
界
の 

中
に
紛
れ
込
む
の
辛
い
。
新
し
い
こ
と
覚
え
る
の 

大
変
。
し
ん
ど
い
。
念
願
の
Ｏ
Ｌ
に
な
れ
た
の
に
」 

尾
畑
「
忙
し
い
で
す
ね
。
怒
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ 

り
。
普
段
は
明
る
か
っ
た
り
っ
て
」 

茜
「
バ
カ
タ
レ
。
そ
れ
が
私
と
い
う
人
間
な
の
よ
」 

呆
れ
果
て
る
尾
畑
。 

 
 

 

気
分
が
下
が
っ
て
い
る
茜
。 

尾
畑
は
茜
の
背
中
を
さ
す
り
、 

尾
畑
「
悪
い
癖
で
す
よ
。
最
初
か
ら
嫌
い
や
苦
手
を 

探
す
の
。
ま
ず
、
好
き
を
数
え
ま
し
ょ
う
。
会
社

に
行
き
た
く
な
る
よ
う
に
視
線
を
変
え
る
ん
で
す
」 

茜
「
あ
の
会
社
で
好
き
な
事
・
・
・
？
年
下
の
イ
ケ 

メ
ン
か
ら
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
か
し
ら
」 

尾
畑
「
良
い
調
子
で
す
よ
。
ほ
ら
、
大
好
き
な
言
葉
。 

女
に
？
」 
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茜
「
二
言
は
な
い
」 

尾
畑
「
そ
う
で
す
！
次
も
ヒ
ッ
ト
狙
い
ま
し
ょ
う
」 

茜
「
・
・
・
間
違
い
な
く
大
ヒ
ッ
ト
だ
わ
」 

茜
、
鼻
で
笑
う
。 

 

〇
エ
ス
ケ
イ
プ
リ
ア
ル
・
フ
ロ
ア
・
中 

 
 

 

茜
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
て
、
財
布
を 

片
手
に
立
ち
上
が
る
。 

梶
「
あ
の
、
茜
さ
ん
。
も
し
、
良
か
っ
た
ら
」 

 
 

 

梶
が
照
れ
臭
そ
う
に
お
弁
当
箱
を
茜
に
差
し

出
す
。 

驚
く
茜
。 

茜
「
え
っ
？
私
に
？
！
」 

梶
「
手
作
り
弁
当
で
す
」 

茜
「
私
の
為
に
作
っ
た
っ
て
こ
と
？
」 

 
 

 

戸
惑
う
茜
。 

梶
「
実
は
、
シ
ョ
ウ
タ
君
か
ら
ラ
ン
チ
誘
わ
れ
て
。 

捨
て
る
の
勿
体
な
い
ん
で
」 

 
 

 

首
を
傾
げ
る
茜
。 

茜
「
ど
う
ゆ
う
こ
と
？
」 
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梶
「
俺
、
弁
当
男
子
な
ん
で
す
。
毎
日
作
っ
て
て
」 

茜
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
お
弁
当
が
あ
る
っ
て
、
断 

れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
」 

梶
「
他
人
か
ら
の
誘
い
、
断
れ
な
い
ん
で
す
よ
」 

茜
「
・
・
・
そ
う
」 

 
 

 

茜
、
お
弁
当
を
受
け
取
る
。 

茜
「
そ
れ
な
ら
、
あ
り
が
た
く
頂
き
ま
す
ね
」 

梶
「
ぜ
ひ
ぜ
ひ
。
俺
、
料
理
趣
味
な
の
で
不
味
く
は 

な
い
は
ず
で
す
。
感
想
待
っ
て
ま
す
」 

 
 

 

ニ
コ
ッ
と
笑
い
、
立
ち
去
る
梶
。 

 
 

 

腑
に
落
ち
な
い
様
子
の
茜
。 

豪
華
な
お
弁
当
の
中
身
。 

卵
焼
き
の
盛
り
付
け
が
ハ
ー
ト
の
形
。 

動
揺
す
る
茜
、
メ
モ
を
取
る
。 

メ
モ
書
き
【
こ
れ
、
愛
の
告
白
だ
わ
】 

 

◯
大
衆
居
酒
屋
・
カ
ウ
ン
タ
ー
（
夜
） 

Ｌ
字
の
席
に
茜
と
尾
畑
。 

２
人
は
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。 

机
の
上
に
は
料
理
が
並
ん
で
い
る
。 
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茜
は
真
剣
な
表
情
で 

茜
「
私
の
上
司
。
私
に
恋
し
て
る
の
よ
」 

ビ
ー
ル
を
吹
き
出
し
、
咳
き
込
む
尾
畑
。 

茜
「
だ
っ
て
、
納
得
い
か
な
い
の
よ
。
な
ん
で
、
ラ 

ン
チ
の
誘
い
を
受
け
た
の
か
。
上
司
な
ら
仕
方
な 

い
け
ど
、
相
手
は
媚
び
る
必
要
の
な
い
後
輩
よ
。 

一
切
、
自
分
の
利
益
に
な
ら
な
い
相
手
よ
」 

尾
畑
「
そ
こ
か
ら
何
を
根
拠
に
、
恋
の
話
に
？
」 

茜
「
本
当
は
私
の
為
に
お
弁
当
を
作
っ
た
。
け
ど
、 

恥
ず
か
し
い
か
ら
誘
わ
れ
た
っ
て
嘘
つ
い
て
渡
す 

し
か
な
か
っ
た
の
。
だ
っ
て
、
お
か
ず
が
ハ
ー
ト 

だ
ら
け
だ
っ
た
の
よ
」 

尾
畑
「
羨
ま
し
い
で
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
が
出 

来
る
っ
て
。
僕
は
根
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
の
で
。
ハ 

ー
ト
の
お
か
ず
を
貰
っ
て
も
何
の
感
情
も
芽
生
え 

ま
せ
ん
よ
」 

 
 

 

話
を
聞
い
て
い
な
い
茜
。 

茜
「
私
っ
た
ら
、
社
内
恋
愛
も
経
験
し
ち
ゃ
う
の
ね
。 

相
手
は
年
下
イ
ケ
メ
ン
よ
」 

 
 

 

嬉
し
そ
う
な
茜
。
呆
れ
る
尾
畑
。 
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尾
畑
「
あ
の
、
こ
の
前
ま
で
会
社
に
行
く
の
嫌
だ
と 

か
上
司
が
苦
手
と
か
落
ち
込
ん
で
ま
し
た
よ
ね
？
」 

茜
「
私
の
場
合
は
、
負
の
感
情
が
芽
生
え
て
も
明
日 

に
は
忘
れ
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
」 

尾
畑
「
そ
う
で
す
か
。
良
い
で
す
ね
。
僕
は
根
に
持 

つ
タ
イ
プ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
製
造
機
な
の
で
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
る
。 

 
 

 

尾
畑
は
焼
き
鳥
を
食
べ
て
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
の
腕
に
古
い
切
り
傷
の
痕
。 

茜
「
川
上
陽
子
の
親
友
。
虐
め
を
受
け
て
い
た
葵
。 

こ
の
キ
ャ
ラ
を
作
る
の
に
虐
め
を
受
け
て
い
た
子
、 

１
０
０
人
に
取
材
し
た
の
よ
」 

 
 

 

尾
畑
の
動
き
が
止
ま
る
。 

尾
畑
「
編
集
長
か
ら
聞
き
ま
し
た
よ
。
親
御
さ
ん
か 

ら
ク
レ
ー
ム
ま
で
も
ら
っ
た
と
か
」 

茜
「
他
人
に
優
し
く
、
少
し
控
え
め
っ
て
子
が
多
か 

っ
た
の
。
上
司
も
同
じ
。
私
、
解
っ
ち
ゃ
う
の
よ
」 

尾
畑
「
噂
の
上
司
さ
ん
が
虐
め
ら
れ
て
る
と
で
も
？
」 

茜
「
恐
ら
く
。
そ
れ
が
さ
、
バ
カ
な
若
者
の
会
話
の 

 

中
に
ね
、
急
ぎ
の
案
件
や
面
倒
な
の
は
梶
さ
ん
に 
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頼
ん
ど
け
ば
何
と
か
な
る
っ
て
」 

 
 

 

尾
畑
の
心
臓
の
音
。 

 
 

 

冷
や
汗
が
滴
り
落
ち
る
尾
畑
の
顔
。 

 
 

 

尾
畑
は
冷
静
を
装
い
な
が
ら 

尾
畑
「
カ
ジ
？
下
の
名
前
は
？
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
の
異
変
に
気
付
き
な
が
ら
、 

茜
「
・
・
・
ユ
ウ
ダ
イ
。
カ
ジ
・
ユ
ウ
ダ
イ
」 

 
 

 

店
内
の
点
灯
が
や
け
に
眩
し
い
。 

焼
き
鳥
が
床
に
落
ち
る
。 

 

〇
（
回
想
）
高
校
・
教
室
・
中
（
夕
） 

 
 

 

教
室
の
点
灯
が
光
り
輝
き
、
眩
し
い
。 

 
 

 

尾
畑
一
樹
（
１
７
）
が
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

 

う
つ
ろ
な
表
情
。
殴
ら
れ
た
跡
。 

 
 

 

目
の
前
に
は
上
履
き
。
【
梶 

雄
大
】
と
書

か
れ
て
い
る
。 

 
 

 

梶
雄
大
（
１
７
）
逆
光
で
顔
が
見
え
な
い
。 

 
 

 

手
に
持
つ
カ
ッ
タ
ー
。
カ
ッ
タ
ー
の
刃
が
上

下
に
移
動
し
て
い
る
。 
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◯
大
衆
居
酒
屋
・
カ
ウ
ン
タ
ー
（
夜
） 

 
 

 

咄
嗟
に
腕
を
抑
え
る
尾
畑
一
樹
（
２
７

）
。 

軽
い
過
呼
吸
に
な
り
な
が
ら
、
立
ち
上
が
る
。 

椅
子
が
倒
れ
る
。 

尾
畑
「
梶
・
・
・
。
僕
を
、
虐
め
て
た
奴
の
名
前
」 

 
 

 

２
人
は
目
を
見
合
わ
せ
る
。 

 

◯
高
層
ビ
ル
・
入
口
前
・
外
（
夜
） 

 
 

 

人
通
り
は
、
ま
ば
ら
。 

 
 

 

茜
、
身
を
隠
し
な
が
ら
入
口
に
近
づ
く
。 

 
 

 

茜
の
後
ろ
に
は
尾
畑
。 

尾
畑
「
帰
り
ま
し
ょ
う
。
同
姓
同
名
な
だ
け
か
も
」 

 
 

 

茜
は
入
口
を
凝
視
す
る
。 

茜
「
来
た
！
」 

 
 

 

尾
畑
が
茜
の
背
後
か
ら
入
口
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 

尾
畑
、
唾
を
飲
み
こ
む
。 

梶
雄
大
（
２
７
）
が
入
口
か
ら
出
て
く
る
。 

 
 

 

怯
え
る
尾
畑
、
後
退
り
す
る
。 

茜
は
尾
畑
の
背
中
を
強
く
叩
く
。 

茜
「
逃
げ
る
な
尾
畑
！
あ
ん
た
、
一
生
カ
ジ
っ
て
二 
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文
字
に
、
怯
え
な
が
ら
生
き
て
く
つ
も
り
？
」 

尾
畑
「
い
や
、
た
ま
た
ま
油
断
し
て
た
だ
け
で
す
。 

 

普
段
は
大
丈
夫
・
・
・
」 

茜
「
認
め
な
さ
い
。
あ
ん
た
の
今
の
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ 

 

な
感
情
は
、
屋
上
に
い
た
頃
か
ら
何
も
変
わ
っ
て 

な
い
じ
ゃ
な
い
」 

 
 

 

尾
畑
、
驚
く
。 

尾
畑
「
先
生
、
あ
の
時
の
覚
え
て
る
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

ニ
ッ
と
誇
ら
し
げ
に
笑
う
茜
。 

茜
「
あ
ん
た
は
特
別
。
ウ
サ
ギ
ち
ゃ
ん
付
き
サ
イ
ン
」 

 
 

 

尾
畑
は
鞄
の
中
か
ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
本
【
消

え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
】
を
取
り
出
し
、
開

く
。
茜
の
サ
イ
ン
と
ウ
サ
ギ
の
絵
。 

 
 

 

尾
畑
は
意
を
決
し
、
本
を
閉
じ
る
。 

 
 

 

梶
の
前
に
仁
王
立
ち
で
現
れ
る
茜
。 

 
 

 

茜
の
背
後
に
は
尾
畑
。 

現
状
に
理
解
で
き
て
い
な
い
様
子
の
梶
。 

茜
「
梶
さ
ん
。
昔
、
尾
畑
を
虐
め
て
た
の
？
」 

 
 

 

梶
は
仰
天
し
、
後
ず
さ
り
す
る
。 

 
 

 

怯
え
て
い
る
様
子
の
梶
。 
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茜
「
な
ん
で
、
虐
め
て
た
側
が
怯
え
る
の
よ
？
貴
方 

は
恐
怖
を
与
え
る
側
の
人
間
だ
っ
た
の
よ
」 

梶
は
尾
畑
を
一
瞥
す
る
。 

咄
嗟
に
顔
を
逸
ら
す
尾
畑
。 

 
 

 
茜
は
梶
に
近
づ
き
な
が
ら
、 

茜
「
何
が
貴
方
を
変
え
た
の
？
昔
は
平
気
で
人
を
傷 

つ
け
た
り
、
追
い
詰
め
た
り
出
来
た
の
よ
ね
？
今 

は
別
人
み
た
い
に
人
の
顔
色
ば
か
り
窺
っ
て
る
」 

梶
「
・
・
・
」 

 
 

 

茜
、
足
で
地
面
を
叩
く
。 

茜
「
早
く
、
答
え
な
さ
い
」 

 
 

 

梶
は
取
り
乱
し
な
が
ら
、 

梶
「
大
人
に
な
っ
て
気
付
い
た
ん
で
す
。
も
し
、
自 

殺
さ
れ
て
た
ら
殺
人
者
に
な
っ
て
た
ん
だ
っ
て
」 

 
 

 

尾
畑
、
凍
り
つ
き
な
が
ら
梶
を
見
て
い
る
。 

梶
「
お
願
い
だ
。
許
し
て
く
れ
」 

 
 

 

梶
は
土
下
座
す
る
。 

 
 

 

尾
畑
は
梶
の
背
中
を
蹴
ろ
う
と
す
る
も
、
躊

躇
い
足
を
お
ろ
す
。 

尾
畑
「
・
・
・
違
う
。
お
前
は
謝
罪
な
ん
か
す
る
奴 
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じ
ゃ
な
い
」 

 
 

 

梶
は
顔
を
上
げ
、 

梶
「
頼
む
。
ネ
ッ
ト
に
だ
け
は
拡
散
し
な
い
で
く
れ
。 

怖
い
ん
だ
。
昔
の
自
分
を
バ
ラ
さ
れ
る
の
が
」 

 
 

 
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
茜
。 

茜
「
バ
ラ
さ
れ
る
の
が
怖
い
？
」 

梶
「
社
会
人
に
な
っ
て
、
虐
め
て
た
経
験
が
あ
る
っ 

 

て
、
自
慢
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
」 

茜
「
良
い
ネ
タ
に
は
、
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

        

梶
は
拳
を
握
り
、
地
面
を
叩
く
。 

梶
「
な
ら
ね
ー
よ
。
な
る
は
ず
な
い
だ
ろ
。
だ
か
ら
、 

仕
方
な
く
良
い
人
を
演
じ
て
、
バ
レ
た
時
に
嫌
わ 

れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
ん
だ
ろ
」 

 
 

 

梶
は
ビ
ル
を
見
上
げ
る
。 

梶
「
も
っ
と
、
大
き
な
会
社
で
働
い
て
い
た
ん
だ
。 

 

そ
れ
な
の
に
、
俺
が
学
生
時
代
、
虐
め
の
首
謀
者 

だ
っ
た
っ
て
冗
談
で
話
し
た
ら
、
周
り
か
ら
冷
た 

く
さ
れ
て
、
地
味
な
部
署
に
異
動
さ
せ
ら
れ
た
」 

 
 

 

梶
は
頭
を
床
に
つ
け
て
懇
願
す
る
。 

梶
「
頼
む
。
も
う
、
あ
ん
な
惨
め
な
自
分
。
嫌
な
ん 
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だ
。
あ
ん
な
目
に
は
あ
い
た
く
な
い
」 

 
 

 

茜
は
大
声
で
叫
ぶ
。 

茜
「
そ
ん
な
ん
気
に
し
て
る
暇
が
あ
る
ん
な
ら
、
本 

を
読
め
、
本
を
」 

 
 

 
茜
は
人
差
し
指
で
こ
め
か
み
を
抑
え
な
が
ら 

茜
「
生
き
て
く
う
え
で
、
想
像
力
っ
て
大
事
。
本
を 

読
ん
で
培
う
の
よ
。
学
生
の
時
に
、
今
み
た
い
な 

未
来
を
想
像
で
き
る
力
や
相
手
の
痛
み
を
想
像
出

来
る
力
が
あ
れ
ば
、
虐
め
は
減
っ
て
く
れ
る
っ
て
、

私
は
信
じ
て
る
」 

 
 

 

茜
は
梶
を
無
理
や
り
立
た
せ
る
。 

茜
「
そ
れ
に
、
く
だ
ら
な
い
こ
と
訴
え
て
る
暇
あ
る 

ん
な
ら
、
先
に
尾
畑
に
謝
り
な
さ
い
よ
」 

 
 

 

気
ま
ず
そ
う
な
梶
。 

梶
「
・
・
・
悪
か
っ
た
。
ご
め
ん
」 

 
 

 

尾
畑
、
拳
を
握
る
。 

尾
畑
「
先
生
が
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。
川
上
陽
子 

は
殴
ら
な
い
。
一
発
の
拳
で
罪
が
消
え
る
程
、
虐 

め
は
単
純
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
一
生
消
え
な
い
、
こ 

の
感
情
だ
け
は
。
相
手
を
殴
っ
て
も
消
せ
な
い
」 
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尾
畑
は
鞄
の
中
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
の
本
を
取
り 

出
す
。
表
紙
タ
イ
ト
ル
【
消
え
失
せ
ろ
、
こ

の
感
情

】
。 

尾
畑
「
一
生
、
許
さ
な
い
か
ら
」 

 
 

 
尾
畑
は
梶
に
本
を
渡
す
。 

尾
畑
「
こ
の
本
、
読
ん
で
反
省
し
ろ
」 

 
 

 

茜
、
力
強
く
尾
畑
の
背
中
を
叩
く
。 

 
 

 

嬉
し
そ
う
な
茜
。 

 
 

 

表
情
が
綻
ぶ
尾
畑
。
泣
く
の
を
堪
え
な
が
ら
、 

尾
畑
「
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

梶
は
不
審
に
思
い
、
２
人
の
元
か
ら
離
れ
る
。 

梶
「
・
・
・
先
生
？
」 

 
 

 

梶
は
本
を
見
て
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

 
 

 

茜
は
梶
の
元
へ
行
き
、 

茜
「
梶
さ
ん
。
私
、
貴
方
は
和
泉
葵
に
似
て
る
と
思 

っ
て
た
の
。
き
っ
と
、
自
分
で
自
分
を
押
し
殺
し 

て
虐
め
て
る
か
ら
、
そ
う
見
え
た
ん
だ
と
思
う
」 

梶
「
・
・
・
和
泉
葵
っ
て
？
」 

 
 

 

驚
愕
す
る
茜
。
ド
ス
の
効
い
た
声
で
、 

茜

「
【

消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
】
！
私
の
デ
ビ
ュ 
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ー
作
の
主
人
公
で
し
ょ
う
が
！
バ
カ
タ
レ
」 

尾
畑

「
（

小
声
）
先
生
、
自
分
で
言
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

 
 

 

尾
畑
は
慌
て
て
茜
を
制
止
す
る
。 

 
 

 

梶
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

 
 

 
茜
と
尾
畑
の
歩
く
後
ろ
姿
。 

 
 

 

梶
は
本
を
地
面
に
叩
き
落
と
し
、
靴
で
踏
む
。 

梶
「
バ
ッ
カ
じ
ゃ
ね
ー
の
。
な
に
が
本
を
読
め
だ
よ
。 

自
分
が
小
説
家
だ
か
ら
っ
て
押
し
付
け
て
ん
じ
ゃ

ね
ー
よ
。
う
っ
と
お
し
い
ん
だ
よ
。
赤
嶺
先
生
」 

 
 

 

勢
い
よ
く
振
り
向
く
茜
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
る
。 

 
 

 

尾
畑
、
急
い
で
梶
の
元
へ
駆
け
寄
る
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
で
動
画
を
取
っ
て
い
る
梶
。 

 
 

 

尾
畑
が
梶
の
元
へ
駆
け
寄
り
、
ス
マ
ホ
を
奪 

お
う
と
す
る
も
、
突
き
倒
さ
れ
る
。 

梶
「
皆
さ
ん
、
こ
の
方
。
有
名
な
小
説
家
の
赤
嶺
先 

生
で
す
よ
」 

 
 

 

野
次
馬
が
集
ま
り
、
ざ
わ
つ
く
。 

 
 

 

梶
は
動
画
を
再
生
す
る
。 

茜
の
声

「
（

ス
マ
ホ
か
ら
流
れ
て
い
る
）
【
消
え
失 
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せ
ろ
、
こ
の
感
情
】
！
私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
の
話
で

し
ょ
う
が
！
バ
カ
タ
レ
」 

驚
愕
し
て
い
る
茜
。 

周
り
の
野
次
馬
達
か
ら
指
を
さ
さ
れ
た
り
、 

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
る
。 

梶
「
顔
出
し
Ｎ
Ｇ
で
し
た
っ
け
？
」 

 
 

 

梶
の
ス
マ
ホ
画
面
。
【
動
画
サ
イ
ト

】
。 

 
 

 

投
稿
ボ
タ
ン
を
押
す
梶
。 

 
 

 

梶
は
ス
マ
ホ
画
面
を
茜
と
尾
畑
に
見
せ
る
。 

梶
「
は
い
。
正
体
ば
れ
ま
し
た
。
拡
散
中
で
す
」 

 
 

 

茜
は
下
を
俯
き
、
深―

く
息
を
吐
く
。 

 
 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
拡
散
さ
れ
る
茜
へ
の
コ
メ
ン
ト
。 

 
 

 

【
え
っ
？
マ
ジ
で
、
赤
嶺
鏡
子
？
】 

 
 

 

【
『

消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
』
の
赤
嶺
鏡 

子
さ
ん
？
お
前
が
消
え
ろ 

草
】 

 
 

 

【
偽
物
じ
ゃ
な
く
て
？
】 

 
 

 

【
隣
の
奴
、
ド
ラ
マ
の
会
見
場
に
い
た
。
本 

人
の
確
立
高
め
】
ｅ
ｔ
ｃ
。 

 
 

 

高
笑
い
す
る
梶
。
梶
に
向
か
い
殴
り
か
か
ろ 

う
と
す
る
尾
畑
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

 35 

茜
の
声
「
や
め
な
さ
い
」 

尾
畑
「
け
ど
、
僕
の
せ
い
で
先
生
の
正
体
が
・
・
・
」 

 
 

 

仁
王
立
ち
の
茜
。 

 
 

 

梶
は
２
人
を
見
下
す
よ
う
に
笑
う
。 

 
 

 
茜
、
梶
の
元
へ
行
き
ビ
ン
タ
す
る
。 

茜
「
今
の
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
人
間
ら
し
い
わ
。
会
社 

 

の
姿
は
ク
ソ
み
た
い
に
つ
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
」 

 
 

 

ブ
チ
切
れ
る
梶
。
茜
の
胸
ぐ
ら
を
掴
み
、 

梶
「
絶
対
殺
す
。
暴
力
さ
れ
た
っ
て
訴
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

で
拡
散
し
て
や
る
」 

 
 

 

梶
、
ス
マ
ホ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
で
茜
を
照

ら
す
。 

茜
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
態
度
で
、 

茜
「
ど
う
ぞ
、
ご
自
由
に
」 

 
 

 

茜
は
梶
の
お
腹
を
殴
る
。 

お
腹
を
支
え
な
が
ら
苦
し
む
梶
。 

梶
「
痛―

・
・
・
」 

茜
「
そ
う
よ
、
痛
い
の
よ
。
人
に
手
を
上
げ
る
の
も
、 

嫌
が
る
こ
と
を
す
る
の
も
全
部
一
緒
。
何
で
解
ら 

な
い
の
よ
。
バ
カ
タ
レ
が
」 
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梶
「
は
あ
っ
？
」 

 
 

 

憤
慨
し
て
い
る
茜
。 

茜
「
私
は
悔
し
い
。
何
で
、
人
の
痛
み
も
解
ら
な
い 

ま
ま
大
人
に
な
っ
て
ん
の
よ
。
今
か
ら
で
も
遅
く 

な
い
か
ら
本
を
読
ん
で
学
び
な
さ
い
よ
。
人
の
痛 

 

み
を
理
解
す
る
想
像
力
を
身
に
つ
け
な
さ
い
よ
」 

 
 

尾
畑
が
茜
を
制
止
す
る
。 

 
 

 

茜
は
息
を
整
え
興
奮
を
冷
ま
す
。 

茜
「
サ
ヨ
ナ
ラ
梶
さ
ん
。
お
弁
当
美
味
し
か
っ
た
わ
」 

 
 

 

颯
爽
と
走
り
去
る
茜
。 

梶
「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
、
待
て
よ
」 

 
 

 

尾
畑
が
梶
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。 

 
 

 

野
次
馬
達
が
茜
の
方
へ
と
散
ら
ば
っ
て
い
く
。 

尾
畑
「
一
番
聞
き
た
い
こ
と
聞
い
て
な
か
っ
た
。
な 

ん
で
、
お
前
は
俺
を
虐
め
て
た
？
」 

 
 

 

舌
打
ち
を
す
る
梶
。 

梶
「
は
っ
？
覚
え
て
ね
ー
よ
。
ど
け
よ
」 

 
 

 

尾
畑
は
怒
り
を
抑
え
な
が
ら
、 

尾
畑
「
・
・
・
惨
め
な
奴
」 

 
 

 

尾
畑
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、 
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梶
の
目
の
前
に
差
し
出
す
。 

尾
畑
「
生
ま
れ
て
初
め
て
、
お
前
に
出
会
え
て
良
か 

っ
た
と
思
え
た
。
い
つ
だ
っ
て
、
俺
は
お
前
に
と 

っ
て
の
弱
み
だ
か
ら
な
」 

 
 

 
梶
は
舌
打
ち
を
し
、
視
線
を
逸
ら
す
。 

 
 

 

尾
畑
、
本
を
拾
う
。 

 
 

 

靴
跡
が
付
い
た
本
。 

尾
畑
「
先
生
は
、
お
前
す
ら
も
救
お
う
と
し
た
の
に
。 

 

ど
ん
な
人
で
も
事
情
を
抱
え
て
る
っ
て
。
少
し
で 

 

 

も
理
解
し
て
救
い
に
な
れ
ば
っ
て
。
先
生
は
願
い 

を
込
め
て
本
を
作
っ
て
る
の
に
」 

 
 

 

立
ち
去
る
、
尾
畑
。 

 
 

 

梶
は
尾
畑
の
後
ろ
姿
に
向
か
い
、 

梶
「
思
い
出
し
た
。
俺
は
本
が
大
嫌
い
な
の
に
。
お 

前
は
楽
し
そ
う
に
本
を
読
ん
で
て
気
に
食
わ
な
か 

っ
た
。
多
分
、
理
由
は
、
そ
ん
な
感
じ
だ
」 

 
 

 

尾
畑
は
振
り
向
か
ず
に
立
ち
去
る
。 

 
 

 

梶
は
、
お
腹
を
さ
す
る
。 

梶
「
痛―

・
・
・
」 

 
 

 

梶
は
力
な
く
、
し
ゃ
が
み
込
む
。 
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〇
交
差
点
・
横
断
歩
道
（
夜
） 

 
 

 

歩
行
者
信
号
。
赤
色
。 

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
茜
、
信
号
を
待 

っ
て
い
る
。
手
に
は
ぬ
い
ぐ
る
み
。 

 
 

 
茜
の
背
後
で
カ
ッ
プ
ル
が
ス
マ
ホ
を
見
な
が 

 
 

 

ら
談
笑
し
て
い
る 

男
性
Ａ
「
見
ろ
よ
。
『
消
え
失
せ
』
の
作
者
。
顔
バ 

レ
だ
っ
て
。
記
者
会
見
ぶ
ち
壊
し
た
罰
だ
な
」 

女
性
Ａ
「
小
説
、
読
ん
だ
こ
と
な
い
か
ら
興
味
な
い
」 

 
 

 

ぬ
い
ぐ
る
み
を
力
強
く
握
る
茜
の
手
。 

 
 

 

信
号
が
青
に
切
り
替
わ
り
一
斉
に
歩
き
出
す
。 

通
行
人
に
ぶ
つ
か
り
、
よ
ろ
け
る
茜
。 

地
面
に
落
ち
る
、
ぬ
い
ぐ
る
み
。 

 

〇
（
回
想
）
住
宅
街
・
路
上
（
夕
） 

 
 

 

茜
色
に
染
ま
っ
た
空
と
雲
。 

 
 

 

ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
。 

 
 

 

人
が
落
ち
る
音
が
響
き
渡
る
。 

 
 

 

路
上
に
加
賀
美
葵
（
１
３
）
が
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

 

額
か
ら
流
れ
る
真
っ
赤
な
血
。 
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手
に
持
つ
ピ
ン
ク
色
の
ウ
サ
ギ
の
ぬ
い
ぐ
る 

 
 

 

み
。
（
茜
の
持
つ
ぬ
い
ぐ
る
み
と
同
一
） 

 

〇
交
差
点
・
横
断
歩
道
（
夜
） 

 
 

 
地
面
の
上
の
ぬ
い
ぐ
る
み
。 

 
 

 

茜
は
急
い
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
拾
い
抱
き
し 

め
る
。
泣
く
の
を
堪
え
な
が
ら
、 

茜

「
（

弱
々
し
い
声
で
）
葵
、
ど
う
し
よ
う
。
お
母 

さ
ん
、
世
間
に
バ
レ
ち
ゃ
っ
た
よ
」 

 
 

 

ぬ
い
ぐ
る
み
に
落
ち
る
一
粒
の
涙
。 

 

〇
加
賀
美
家
・
葵
の
部
屋
・
外
（
夜
） 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
横
の
部
屋
。 

 
 

 

茜
は
ド
ア
に
ガ
ム
テ
ー
プ
で×

印
を
作
る
。 

 

〇
（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
）
葵
の
部
屋
・
中
（
夕
） 

 
 

 

ド
ア
を
叩
く
音
。 

詩
織
の
声
「
葵
。
葵
、
お
願
い
。
ド
ア
を
開
け
て
」 

 
 

 

和
泉
葵
役
の
ニ
ノ
は
ド
ア
に
キ
ス
を
し
、 

ニ
ノ
「
バ
イ
バ
イ
、
陽
子
ち
ゃ
ん
。
順
番
が
回
っ
て 
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こ
な
い
よ
う
に
、
私
が
全
部
終
わ
ら
せ
る
ね
」 

詩
織
の
声
「
私
は
葵
を
必
ず
守
れ
る
。
だ
か
ら
、
お 

願
い
。
一
人
で
解
決
し
な
い
で
。
親
友
の
私
に
、 

今
す
ぐ
助
け
て
っ
て
叫
ん
で
よ
。
私
が
虐
め
バ
ト 

ン
の
呪
い
を
や
っ
つ
け
る
か
ら
」 

ニ
ノ
「
叫
ぶ
っ
て
、
一
番
難
し
い
よ
。
だ
っ
て
、
私 

 

を
助
け
た
ら
、
次
は
陽
子
ち
ゃ
ん
が
虐
め
ら
れ
る
。 

私
も
、
そ
う
や
っ
て
虐
め
バ
ト
ン
の
呪
い
に
か
か 

っ
た
か
ら
。
こ
ん
な
の
、
誰
に
も
渡
し
た
く
な
い
」 

 
 

 

悲
し
そ
う
に
微
笑
む
ニ
ノ
。 

 
 

 

川
上
陽
子
役
の
詩
織
が
ド
ア
を
蹴
り
壊
す
。 

 
 

 

部
屋
の
中
は
誰
も
い
な
い
。 

 
 

 

窓
か
ら
見
え
る
茜
色
に
染
ま
っ
た
夕
日
。 

 
 

 

詩
織
は
血
相
を
変
え
て
窓
か
ら
下
を
覗
く
。 

 
 

 

路
上
に
は
真
っ
赤
な
血
の
海
の
上
で
倒
れ
て 

い
る
ニ
ノ
の
姿
。 

 

〇
（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
）
路
上
（
夕
） 

 
 

 

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
が
鳴
り
響
く
。 

 
 

 

血
ま
み
れ
で
倒
れ
て
い
る
ニ
ノ
を
抱
き
か
か 
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え
て
い
る
詩
織
。 

 
 

 

救
急
隊
員
が
、
詩
織
と
ニ
ノ
を
引
き
離
そ
う 

と
す
る
も
、
詩
織
は
意
地
で
も
離
さ
な
い
。 

 
 

 

見
物
に
来
て
い
る
数
名
の
野
次
馬
。 

 
 

 
「
自
殺
ら
し
い
よ
」 

 
 

 

「
ま
だ
若
い
の
に
、
命
を
無
駄
に
し
て
」 

 
 

 

否
定
す
る
よ
う
な
声
と
面
白
が
っ
て
い
る
よ 

う
な
声
が
続
々
と
聞
こ
え
て
く
る
。 

 
 

 

詩
織
は
野
次
馬
に
向
か
い
、
怒
鳴
り
散
ら
す
。 

詩
織
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
！
な
ん
も
知
ら
な
い
奴
ら
は
消 

え
失
せ
ろ
。
自
殺
じ
ゃ
な
い
。
簡
単
に
言
う
な
」 

救
急
隊
員
「
落
ち
着
い
て
。
気
持
ち
は
解
る
か
ら
」 

 
 

 

救
急
隊
員
が
ハ
ン
カ
チ
を
詩
織
に
渡
す
。 

 
 

 

詩
織
は
唇
を
噛
み
締
め
る
。
ハ
ン
カ
チ
に
落 

ち
る
涙
の
粒
。 

詩
織
「
ね
え
、
教
え
て
よ
。
葵
が
死
ん
だ
原
因
っ
て 

寿
命
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
そ
れ
と
も
、
病
気
で
す

か
？
な
ん
で
誰
で
も
解
る
死
ぬ
原
因
の
中
に
、
虐

め
っ
て
無
い
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

詩
織
は
野
次
馬
達
を
見
回
し
な
が
ら
、 
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詩
織
「
勝
手
に
自
殺
で
終
わ
ら
せ
な
い
で
よ
。
人
が 

死
ぬ
原
因
に
虐
め
も
入
れ
て
よ
。
そ
し
た
ら
、
バ

カ
な
奴
ら
で
も
他
人
を
虐
め
た
ら
ダ
メ
だ
っ
て
解

っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
ん
」 

 
 

 
瞼
を
閉
じ
て
い
る
ニ
ノ
の
顔
。 

詩
織
は
ニ
ノ
の
手
を
取
る
も
、
力
な
く
腕
が 

な
だ
れ
落
ち
る
。 

詩
織
は
嗚
咽
を
漏
ら
し
、
泣
き
出
す
。 

 

〇
加
賀
美
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

間
接
照
明
。 

 
 

 

整
理
整
頓
さ
れ
た
広
い
リ
ビ
ン
グ
。 

 
 

 

テ
レ
ビ
画
面
・
ド
ラ
マ
【
消
え
失
せ
ろ
、
こ

の
感
情
】
が
映
っ
て
い
る
。 

 
 

 

テ
レ
ビ
画
面
の
中
で
、
泣
き
崩
れ
て
い
る
川 

上
陽
子
役
の
詩
織
。 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
の
上
で
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
身
を

包
ん
だ
茜
。
呆
然
と
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
。 

茜
「
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
消
え
て
く
れ
な
い
、 

こ
の
感
情
・
・
・
」 
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テ
レ
ビ
画
面
の
中
の
詩
織
が
大
声
で
叫
ぶ
。 

詩
織
「
消
え
失
せ
ろ
。
消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
！
」 

 
 

 

茜
は
、
う
つ
ろ
な
表
情
で
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱 

き
な
が
ら
目
を
閉
じ
る
。 

 

〇
出
版
集
豪
社
・
文
芸
部
・
中
（
朝
） 

 
 

 

鳴
り
や
ま
な
い
電
話
の
音
。 

 
 

 

書
類
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
乱
雑
し
て
い
る
編
集 

 
 

 

長
デ
ス
ク
。 

 
 

 

椎
名
が
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
、
ホ
ロ
リ
と
泣 

い
て
い
る
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
の
画
面
・
ド
ラ
マ
【
消
え
失
せ
ろ
、

こ
の
感
情
】 

 
 

 

他
の
社
員
達
が
電
話
対
応
で
追
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

椎
名
は
夢
中
で
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
が
椎
名
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
取

り
外
し
、 

尾
畑
「
編
集
長
！
」 

 
 

 

驚
く
椎
名
、
ス
マ
ホ
を
落
と
す
。 

椎
名
「
ど
う
し
た
。
珍
し
く
怒
っ
て
ん
な
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

 44 

尾
畑
「
怒
っ
て
ま
せ
ん
！
僕
、
先
生
が
心
配
な
の
で 

 

外
出
し
ま
す
」 

 
 

 

鳴
り
や
ま
な
い
電
話
の
音
。 

 
 

 

椎
名
が
尾
畑
を
促
す
。 

 
 

 
苛
つ
き
な
が
ら
、
受
話
器
を
取
る
尾
畑
。 

尾
畑
「
は
い
、
集
豪
社
で
す
。
赤
嶺
の
動
画
に
関
し 

ま
し
て
は
確
認
で
き
次
第
、
後
日
表
明
し
ま
す
の

で
。
は
い
。
で
は
、
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 

深
い
た
め
息
を
吐
く
尾
畑
。 

 
 

 

デ
ス
ク
の
キ
ャ
ビ
ネ
の
中
に
茜
の
家
の
鍵
。 

椎
名
「
バ
ト
ン
タ
ー
ッ
チ
」 

 
 

 

尾
畑
に
向
け
軽
め
に
鍵
を
放
り
投
げ
る
椎
名
。 

 
 

 

尾
畑
は
キ
ャ
ッ
チ
で
き
ず
、
床
に
落
ち
る
鍵
。 

椎
名
「
葵
ち
ゃ
ん
か
ら
貰
っ
た
。
あ
の
子
の
初
恋
は 

俺
だ
か
ら
さ
。
い
つ
で
も
家
に
来
て
ね
。
だ
っ
て
」 

尾
畑
「
葵
・
・
・
？
小
説
の
葵
？
」 

椎
名
「
・
・
・
お
前
、
【
消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
】 

っ
て
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
先
生
の
実
話
。
葵
は
先
生
の
娘
」 

尾
畑

「
（

絶
句
し
な
が
ら
）
・
・
・
だ
っ
て
、
葵
は 

 

小
説
の
中
だ
と
。
ま
さ
か
、
先
生
は
明
る
い
人
で 
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す
よ
。
辛
い
過
去
が
あ
る
な
ん
て
微
塵
も
」 

椎
名
「
尾
畑
君
。
女
を
見
る
目
を
養
い
な
さ
い
。
表 

面
上
は
明
る
く
振
舞
い
、
裏
で
は
一
人
落
ち
込
み 

悩
み
だ
ら
け
。
女
は
隠
す
の
が
上
手
い
生
物
な
の
」 

尾
畑
「
・
・
・
先
生
も
・
・
・
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」 

 
 

 

電
話
の
鳴
る
音
。 

椎
名
「
お
っ
と
、
電
話
出
な
き
ゃ
ね
」 

 
 

 

受
話
器
を
取
る
椎
名
。 

 
 

 

尾
畑
は
、
鍵
を
握
り
締
め
急
い
で
飛
び
出
す
。 

 
 

 

椎
名
は
電
話
を
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ビ
ネ
の
中 

か
ら
手
紙
を
取
り
出
す
。 

椎
名
「
動
画
の
話
？
赤
嶺
鏡
子
先
生
か
も
し
れ
な 

い
で
す
。
本
人
か
ら
表
明
し
ま
す
の
で
。
で
は
」 

 
 

 

手
紙
の
文
面
【
椎
名
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
よ 

ろ
し
く
ね
。
葵
よ
り
】 

 
 

 
 

〇
加
賀
美
家
・
玄
関
入
口
・
外 

 
 

 

尾
畑
は
も
ど
か
し
い
様
子
で
チ
ャ
イ
ム
を
鳴

ら
し
続
け
る
。 

 
 

 

離
れ
た
位
置
で
、
妊
娠
中
の
加
賀
美
葵
（
３ 
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２
）
が
尾
畑
を
不
審
そ
う
に
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
の
手
に
持
つ
茜
の
家
の
鍵
。 

 
 

 

尾
畑
は
意
を
決
し
、
鍵
を
差
し
込
む
。 

葵
の
声
「
あ
の
・
・
・
家
に
何
か
、
ご
用
で
す
か
？
」 

 
 

 
尾
畑
を
警
戒
し
て
い
る
葵
。 

尾
畑
「
家
？
こ
こ
、
加
賀
美
茜
さ
ん
の
家
で
す
が
」 

葵
「
そ
う
で
す
・
・
・
私
は
娘
で
す
が
」 

尾
畑
「
・
・
・
葵
は
生
き
て
い
る
ん
で
す
か
！
」 

 
 

 

尾
畑
は
意
味
が
解
ら
ず
仰
天
す
る
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
の
上
で
、
寝
て
い
る
茜
。 

尾
畑
の
声
「
先
生
。
先
生
、
起
き
て
下
さ
い
」 

 
 

 

寝
ぼ
け
な
が
ら
起
き
上
が
る
茜
。 

茜
「
あ
ん
た
、
な
ん
で
勝
手
に
入
っ
て
ん
の
よ
。
今 

日
は
打
ち
合
わ
せ
の
日
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
」 

 
 

 

呆
れ
果
て
て
い
る
尾
畑
。 

尾
畑
「
な
ん
で
、
そ
ん
な
元
気
な
ん
で
す
か
！
あ
ん 

な
に
嫌
が
っ
て
た
、
赤
嶺
鏡
子
の
正
体
バ
レ
ち
ゃ 

っ
た
ん
で
す
よ
！
普
通
に
落
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
」 
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茜
は
背
伸
び
を
し
な
が
ら
、 

茜
「
こ
の
ご
時
世
だ
か
ら
仕
方
な
い
っ
て
諦
め
た
わ
」 

 
 

 

憤
慨
し
て
い
る
尾
畑
。 

尾
畑
「
僕
は
、
先
生
が
解
ら
な
い
」 

茜
「
尾
畑
じ
ゃ
無
理
よ
。
自
分
で
も
解
ら
な
い
ん
だ 

か
ら
」 

 
 

 

葵
が
右
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
入
っ
て
く
る
。 

葵
「
お
母
さ
ん
、
せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
。 

そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
の
」 

茜
「
あ
ら
、
葵
の
こ
と
も
バ
レ
ち
ゃ
っ
た
？
」 

葵
「
な
ん
で
、
担
当
の
方
に
内
緒
に
し
て
た
の
？
」 

尾
畑
「
そ
う
で
す
よ
！
聞
い
て
な
い
で
す
よ
！
娘
が 

い
た
な
ん
て
」 

 
 

 

茜
は
首
を
傾
げ
な
が
ら
、 

茜
「
孫
も
い
る
わ
よ
。
言
っ
て
な
か
っ
た
っ
け
？
」 

 
 

 

加
賀
美
緑
（
５
）
加
賀
美
琥
珀
（
３
）
が
、 

お
も
ち
ゃ
の
剣
を
手
に
尾
畑
に
追
突
す
る
。 

 
 

 

琥
珀
の
剣
が
尾
畑
の
脛
に
当
た
る
。 

 
 

 

痛
み
で
悶
絶
す
る
尾
畑
。 

緑
「
ば
あ
ば
、
こ
れ
、
だ
れ
？
」 
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茜
「
ば
あ
ば
の
担
当
の
オ
バ
タ
よ
。
緑
と
琥
珀
、
良 

か
っ
た
わ
ね
。
沢
山
、
遊
ん
で
も
ら
い
な
さ
い
」 

 
 

 

嬉
し
そ
う
な
緑
と
琥
珀
を
横
に
、
嫌
そ
う
に

拒
否
し
て
い
る
尾
畑
。 

尾
畑
「
せ
、
先
生
、
僕
、
子
供
は
本
気
で
苦
手
で
」 

茜
「
あ
ん
た
、
人
間
全
般
無
理
じ
ゃ
な
い
」 

尾
畑
「
そ
う
ゆ
う
問
題
じ
ゃ
」 

茜
「
私
も
朝
か
ら
、
こ
の
子
達
と
遊
ん
で
疲
れ
た
わ
。 

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
原
稿
遅
れ
ち
ゃ
う
わ
～
」 

 
 

 

尾
畑
は
葵
に
助
け
を
求
め
る
も
満
面
の
笑
顔 

 
 

 

で
、
か
わ
さ
れ
る 

 
 

 

緑
と
琥
珀
は
尾
畑
を
引
っ
張
り
和
室
へ
連
れ

出
そ
う
と
す
る
。 

 
 

 

ガ
ム
テ
ー
プ
で×

が
付
い
た
ド
ア
。 

緑
「
あ
の
部
屋
、
黒
い
魔
物
が
い
る
ん
だ
っ
て
」 

琥
珀
「
ダ
メ
。
入
っ
ち
ゃ
」 

 
 

 

尾
畑
は
ド
ア
を
一
瞥
し
、
琥
珀
と
緑
と
和
室

に
行
く
。 

葵
「
お
母
さ
ん
、
魔
物
っ
て
何
よ
。
子
供
達
に
変
な 

言
葉
を
教
え
な
い
で
よ
ね
」 
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茜
「
男
同
士
で
エ
ッ
チ
し
ち
ゃ
う
漫
画
が
あ
る
部
屋 

だ
よ
っ
て
、
本
当
の
こ
と
伝
え
よ
う
か
？
」 

葵
「
・
・
・
こ
の
ま
ま
で
、
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

葵
は
散
ら
か
っ
た
ゴ
ミ
を
片
付
け
る
。 

茜
「
葵
、
母
さ
ん
の
心
配
し
て
る
な
ら
大
丈
夫
だ
か 

ら
ね
」 

 
 

 

微
笑
み
な
が
ら
頷
く
葵
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
で
寝
て
い
る
尾
畑
と
琥
珀
と
緑
。 

 
 

 

葵
が
ド
ア
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
取
り
外
す
。 

 

〇
同
・
葵
の
部
屋
・
中
（
夕
） 

 
 

 

本
棚
に
は
Ｂ
Ｌ
漫
画
や
少
女
漫
画
が
ズ
ラ
リ
。 

 
 

 

床
に
は
手
紙
が
ギ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
た
箱
が
置 

か
れ
て
い
る
。 

 
 

 

葵
は
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。 

葵
「
起
き
た
ん
で
す
ね
」 

 
 

 

尾
畑
は
気
ま
ず
そ
う
に
、 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

 50 

尾
畑
「
す
み
ま
せ
ん
。
あ
の
・
・
・
【
消
え
失
せ
ろ
、 

 

こ
の
感
情
】
っ
て
先
生
の
実
話
だ
っ
て
聞
い
て
」 

 
 

 

葵
は
窓
か
ら
見
え
る
夕
日
を
見
つ
め
、 

葵
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
私
と
母
の
話
を
し
て
も
良
い 

で
す
か
？
」 

 
 

 

頷
く
尾
畑
。 

葵
「
母
は
元
ヤ
ン
で
、
１
８
歳
の
時
に
私
を
産
ん
で 

そ
の
後
、
父
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

貧
乏
な
２
人
き
り
の
家
族
だ
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」 

 
 

 

葵
は
ノ
ー
ト
を
め
く
る
。 

【
マ
マ
と
葵
の
交
換
日
記
】 

【
葵
の
未
来
は
明
る
い
よ
】 

【
大
丈
夫
。
お
母
さ
ん
が
味
方
だ
か
ら
ね
】 

ウ
サ
ギ
の
絵
。 

葵
「
中
学
の
時
、
私
が
飛
び
降
り
自
殺
の
巻
き
添
え 

に
な
っ
て
脚
を
怪
我
し
た
ん
で
す
」 

 
 

 

尾
畑
は
葵
か
ら
顔
を
逸
ら
す
。 

葵
「
自
殺
し
た
方
が
、
私
達
に
と
っ
て
は
加
害
者
に 

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」 

尾
畑
「
・
・
・
」 
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葵
は
手
紙
が
入
っ
た
箱
を
尾
畑
に
見
せ
、 

葵
「
毎
年
貰
っ
て
た
謝
罪
の
手
紙
。
自
分
が
今
、
親 

に
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
自
分
の
子
供
が
自
殺
し

て
加
害
者
に
ま
で
な
っ
て
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
っ
て
」 

 
 

 

尾
畑
は
拳
を
握
り
締
め
な
が
ら
、
下
を
俯
く
。 

葵
「
私
、
母
と
は
真
逆
で
地
味
な
性
格
だ
か
ら
。
脚 

に
障
害
が
残
っ
た
時
、
な
ん
で
私
だ
け
？
っ
て
憎 

し
み
や
恐
怖
や
ド
ロ
ド
ロ
し
た
感
情
に
支
配
さ
れ 

て
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
も
読
み
た
く
な
か
っ
た
」 

尾
畑
「
僕
は
昔
、
飛
び
降
り
て
死
の
う
と
し
て
ま
し 

 

た
。
だ
か
ら
、
そ
の
・
・
・
」 

葵
「
私
も
で
す
。
だ
か
ら
、
小
説
の
中
の
葵
は
飛
び 

降
り
て
る
ん
で
す
。
あ
の
時
の
死
に
た
く
な
っ
た 

感
情
と
暗
か
っ
た
葵
と
サ
ヨ
ナ
ラ
で
き
る
よ
う
に 

っ
て
母
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
ま
す
」 

 
 

 

尾
畑
は
顔
を
上
げ
る
。 

 
 

 

葵
は
尾
畑
に
ノ
ー
ト
を
渡
す
。 

葵

「
【

消
え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
】
は
自
殺
し
て
し 

ま
っ
た
子
の
親
が
抱
い
た
悲
し
み
や
怒
り
の
感
情 
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を
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
私
に
伝
え
た
か
っ
た

の
と
。
私
を
元
気
づ
け
る
為
に
母
が
作
っ
た
小
説

で
す
。
ほ
ぼ
実
話
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

微
笑
む
葵
。 

葵
「
母
の
作
品
を
編
集
長
の
椎
名
さ
ん
に
売
り
込
ん 

だ
の
は
私
で
す
。
尾
畑
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
小
説 

家
の
母
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

尾
畑
「
任
せ
て
下
さ
い
。
担
当
で
す
か
ら
」 

 
 

 

尾
畑
は
、
葵
に
向
か
い
微
笑
む
。 

 

〇
住
宅
街
（
夕
） 

 
 

 

紫
色
に
染
ま
る
空
と
雲
。 

 
 

 

３
～
５
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
や
ビ
ル
が
立
ち 

並
ぶ
。
茜
は
ビ
ル
の
上
を
見
上
げ
る
。 

 

〇
本
屋
・
屋
上
（
夕
） 

 
 

 

茜
が
、
手
す
り
の
前
で
街
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 

息
を
切
ら
し
た
尾
畑
が
屋
上
に
入
っ
て
く
る
。 

尾
畑
「
先
生
、
葵
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
」 

 
 

 

茜
は
振
り
返
り
、
尾
畑
を
見
る
。 
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尾
畑
「
飛
び
降
り
自
殺
を
止
め
る
為
に
、
ビ
ル
の
上 

 

を
見
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
堂
々 

と
街
を
歩
け
る
よ
う
に
顔
を
出
し
た
く
な
い
っ
て
」 

 
 

 

茜
、
鼻
で
笑
う
。 

茜
「
真
相
は
秘
密
よ
」 

 
 

 

尾
畑
は
手
紙
を
茜
に
手
渡
す
。 

 
 

 

（
葵
の
部
屋
に
あ
っ
た
手
紙
と
同
一
） 

尾
畑
「
も
し
か
し
て
、
飛
び
降
り
自
殺
し
た
子
供
の 

親
の
為
で
す
か
？
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
に
背
を
向
け
る
。 

茜
「
・
・
・
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
の
？
」 

尾
畑
「
先
生
が
有
名
に
な
っ
た
ら
、
葵
さ
ん
の
事
故 

 

を
記
事
に
す
る
奴
が
現
れ
る
か
ら
。
そ
ん
な
記
事
、 

自
殺
し
た
子
の
親
に
見
せ
た
く
な
い
か
ら
」 

 
 

 

屋
上
か
ら
路
上
が
見
え
る
。 

 
 

 

人
通
り
が
少
な
い
。 

 
 

 

茜
の
足
元
に
一
粒
の
涙
が
落
ち
る
。 

茜
「
そ
の
子
の
ご
両
親
が
ね
。
私
と
葵
の
前
で
土
下 

座
し
た
の
よ
。
虐
め
に
気
付
い
て
あ
げ
ら
れ
な
か 

っ
た
自
分
達
が
悪
い
っ
て
。
悔
し
そ
う
に
。
そ 
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し
て
、
と
て
も
悲
し
そ
う
に
」 

 
 

 

あ
ー
っ
と
大
声
で
発
狂
す
る
茜
。 

茜
「
正
直
、
私
も
解
ん
な
い
の
よ
。
こ
の
感
情
が
。 

娘
の
脚
を
怪
我
さ
せ
て
憎
ん
で
る
。
け
ど
、
親
の

気
持
ち
も
解
る
か
ら
さ
。
モ
ヤ
モ
ヤ
す
ん
の
」 

 
 

 

茜
は
両
手
で
頭
の
上
の
何
か
を
取
っ
払
お
う

と
し
て
い
る
。 

茜
「
ほ
ら
、
ま
た
出
て
き
た
。
頑
張
っ
て
も
消
せ
な 

い
、
こ
の
感
情
！
嫌
な
の
よ
。
自
分
じ
ゃ
な
く
な 

る
み
た
い
で
。
消
し
た
い
の
」 

尾
畑
「
先
生
、
逃
げ
な
い
で
下
さ
い
よ
。
僕
に
は
逃 

げ
る
な
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
を
鋭
く
睨
み
、 

茜
「
誰
が
逃
げ
て
る
っ
て
。
舐
め
た
口
き
い
て
ん
じ 

ゃ
ね
ー
よ
」 

 
 

 

尾
畑
は
ビ
ビ
り
な
が
ら
も
、 

尾
畑
「
逃
げ
て
ま
す
。
隠
し
た
り
消
そ
う
と
し
た
り
。 

全
然
、
向
き
合
っ
て
な
い
。
僕
に
は
、
梶
の
前
に 

立
た
せ
た
く
せ
に
」 

茜
「
一
緒
に
し
な
い
で
よ
。
私
は
平
気
」 
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尾
畑
「
今
み
た
い
に
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
情
を
隠
す 

た
め
に
、
い
つ
も
過
剰
に
明
る
く
し
て
る
ん
で
す 

よ
ね
？
」 

茜
「
・
・
・
」 

尾
畑
「
梶
の
前
に
立
っ
て
、
僕
、
解
っ
た
ん
で
す
。 

消
え
失
せ
ろ
っ
て
、
怯
え
た
奴
が
言
う
言
葉
だ
」 

 
 

 

茜
は
舌
打
ち
を
し
て
、
尾
畑
を
蹴
る
。 

 
 

 

茜
は
尾
畑
に
向
か
い
メ
ン
チ
を
切
る
。 

茜
「
生
意
気
」 

尾
畑
「
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
生
意
気
で
も
。
だ 

っ
て
、
僕
は
先
生
の
担
当
で
先
生
が
助
け
て
く
れ 

た
命
だ
か
ら
。
先
生
が
一
人
で
困
っ
て
る
な
ら
生 

意
気
で
も
、
助
け
た
い
ん
で
す
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
の
背
中
を
強
く
叩
き
、 

茜
「
行
く
わ
よ
。
こ
の
感
情
、
小
説
に
し
な
き
ゃ
勿 

体
な
い
わ
」 

 
 

 

尾
畑
は
満
面
の
笑
顔
を
浮
か
べ
、 

尾
畑
「
は
い
！
」 

 
 

 

茜
は
ニ
ッ
と
笑
い
、 

茜
「
私
は
小
説
家
よ
。
文
章
に
し
な
が
ら
感
情
と
向 
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き
合
っ
て
ん
の
よ
。
例
え
、
本
が
絶
滅
し
て
も
書 

き
続
け
て
や
る
ん
だ
か
ら
」 

尾
畑
「
本
は
消
え
ま
せ
ん
。
僕
み
た
い
に
本
が
好
き 

で
、
先
生
に
救
わ
れ
た
人
が
沢
山
い
る
か
ら
」 

 
 

 
笑
顔
を
浮
か
べ
る
茜
。 

茜
「
も
う
潜
入
Ｏ
Ｌ
は
辞
め
る
わ
」 

 
 

 

笑
い
出
す
尾
畑
。 

尾
畑
「
と
っ
く
に
。
も
う
、
辞
め
て
ま
す
よ
。
編
集 

長
が
、
先
方
の
会
社
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
」 

茜
「
・
・
・
悪
か
っ
た
わ
ね
。
振
り
回
し
て
」 

 
 

 

尾
畑
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
、 

尾
畑
「
珍
し
い
。
先
生
が
謝
っ
た
」 

茜
「
尾
畑
の
く
せ
に
、
生
意
気
」 

 
 

 

茜
は
尾
畑
の
背
中
を
強
く
叩
く
。 

 

〇
本
屋
・
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
・
中
（
夕
） 

 
 

 

看
板
【
赤
嶺
先
生
、
新
作
発
売
イ
ベ
ン
ト
】
。 

 
 

 

観
客
が
続
々
と
集
ま
り
だ
す
。 

 
 

 

観
客
の
手
に
は
新
作
本
【
か
か
っ
て
こ
い
や
、

こ
の
感
情

】
。 
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〇
同
・
控
室
・
中
（
夕
） 

 
 

 

緊
張
し
て
い
る
茜
。
ぬ
い
ぐ
る
み
を
握
り
心

を
落
ち
着
か
せ
て
い
る
。 

 
 

 

尾
畑
が
控
室
の
中
に
入
っ
て
く
る
。 

尾
畑
「
先
生
・
・
・
。
緊
張
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

茜
「
悪
い
？
こ
う
見
え
て
、
シ
ャ
イ
シ
ャ
イ
ガ
ー
ル 

な
の
よ
」 

 
 

 

ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
き
し
め
る
茜
。 

尾
畑
「
着
ぐ
る
み
も
、
ピ
ン
ク
の
ウ
サ
ギ
で
し
た
ね
。 

ラ
ッ
キ
ー
ア
イ
テ
ム
な
ん
で
す
か
？
」 

茜
「
死
ん
だ
旦
那
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
私
、
ピ
ン 

ク
の
ウ
サ
ギ
に
似
て
る
ら
し
い
わ
」 

 
 

 

絶
句
し
て
い
る
尾
畑
。
背
後
に
椎
名
。 

椎
名
「
ウ
サ
ギ
み
た
い
に
寂
し
が
り
屋
な
と
こ
ろ
は

似
て
る
か
も
な
。
ほ
ら
、
行
く
ぞ
。
時
間
だ
」 

 
 

 

茜
は
深
呼
吸
を
し
、
自
分
の
頬
を
叩
き
気
合 

を
入
れ
、
飛
び
出
す
。 

 

〇
同
・
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
・
中
（
夕
） 

 
 

 

沢
山
の
拍
手
の
中
、
登
場
す
る
茜
。 
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舞
台
袖
に
は
尾
畑
と
椎
名
。 

 
 

 

堂
々
と
し
た
振
る
舞
い
の
茜
。 

 
 

 

茜
は
司
会
者
の
隣
に
座
る
。 

司
会
者
「
こ
の
度
は
新
作
本
の
発
売
、
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
」 

茜
「
ど
う
も
、
有
名
な
小
説
家
の
赤
嶺
で
す
。
ネ
ッ 

ト
で
顔
バ
レ
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
今
度
か
ら
堂
々

と
人
前
に
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」 

司
会
者
「
新
作
本
は
ド
ラ
マ
に
も
な
り
ま
し
た
【
消 

え
失
せ
ろ
、
こ
の
感
情
】
の
待
望
の
続
編
と
の
こ 

と
で
、
喜
ば
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
が
沢
山
い
ら
っ
し 

ゃ
る
そ
う
で
す
。
先
生
、
一
言
い
た
だ
け
ま
す
か
」 

茜
、
観
客
席
の
中
に
い
る
梶
に
気
付
く
。 

 
 

 

茜
と
梶
、
目
が
合
う
。
梶
は
顔
を
逸
ら
す
。 

 
 

 

茜
は
司
会
者
の
話
を
遮
る
。 

茜
「
皆
さ
ん
、
生
き
て
く
う
え
で
、
想
像
力
っ
て
と 

て
も
大
事
。
つ
ま
ん
な
い
日
々
で
も
工
夫
し
た
ら 

楽
し
く
な
る
っ
て
、
私
は
信
じ
て
ま
す
」 

 
 

 

茜
は
梶
を
見
て
、 

茜
「
自
分
の
過
ち
が
、
未
来
の
自
分
へ
バ
ト
ン
を
渡 
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し
た
時
、
ど
の
く
ら
い
重
く
な
っ
て
る
の
か
。
そ 

し
て
、
ど
う
す
れ
ば
自
分
の
未
来
は
明
る
く
な
る 

の
か
。
本
を
読
ん
で
、
想
像
力
を
培
い
な
さ
い
。 

と
に
か
く
、
新
作
面
白
い
か
ら
、
読
み
な
さ
い
。 

感
想
待
っ
て
る
か
ら
」 

 
 

 

静
寂
が
走
る
観
客
。 

茜
「
返
事
！
」 

 
 

 

観
客
達
、
一
斉
に
「
は
い
っ
！

」
。 

 
 

 

梶
は
恐
る
恐
る
手
を
上
げ
、
立
ち
上
が
る
。 

梶
「
本
当
に
、
本
を
読
ん
だ
ら
未
来
は
明
る
く
な
る 

ん
で
す
か
？
」 

茜
「
そ
ん
な
ん
、
知
ら
ん
が
な
」 

 
 

 

一
同
、
ざ
わ
つ
く
。 

茜
「
そ
れ
で
も
、
私
は
自
分
の
本
で
沢
山
の
人
を
救 

い
た
い
の
よ
。
飛
び
降
り
る
の
を
辞
め
た
子
も
い 

た
。
そ
の
子
が
言
う
に
は
、
本
を
読
ん
で
い
る
時 

は
、
現
実
逃
避
が
で
き
る
」 

 
 

 

尾
畑
が
微
笑
む
。 

茜
「
誰
か
ら
も
気
付
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
真
っ
黒 

な
感
情
を
本
の
登
場
人
物
も
持
っ
て
い
て
、
１
人 
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だ
け
じ
ゃ
な
い
っ
て
思
え
て
救
わ
れ
た
。
読
み
終 

わ
っ
た
後
に
、
清
々
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で 

充
分
、
本
を
読
む
前
の
未
来
よ
り
は
明
る
く
な
る 

わ
。
と
に
か
く
、
【
か
か
っ
て
こ
い
や
、
こ
の
感 

情
】
を
読
め
。
本
の
価
値
は
そ
の
後
に
決
め
な
さ 

い
。
解
っ
た
？
」 

梶
「
・
・
・
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」 

 
 

 

観
客
が
拍
手
す
る
。 

 
 

 

尾
畑
、
ス
マ
ホ
を
見
る
。 

 
 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
拡
散
さ
れ
る
茜
へ
の
コ
メ
ン
ト
。 

 
 

 

【
赤
嶺
先
生
の
新
作
最
高
】 

【
読
む
と
元
気
に
な
る
】 

【
私
、
赤
嶺
先
生
に
救
わ
れ
た
】
等
。 

 
 

 

茜
は
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
笑
い
、
颯
爽
と

舞
台
か
ら
降
り
る
。 

尾
畑
「
先
生
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
よ
」 

茜
「
そ
ん
な
の
知
っ
て
る
わ
よ
」 

 
 

 

茜
の
脚
は
ガ
ク
ガ
ク
と
震
え
て
い
る
。 

よ
ろ
け
な
が
ら
控
室
へ
と
歩
き
出
す
茜
の
後 

ろ
姿
。 


